
市民科学者とアカデミアの協働体制の構築と博物館が所蔵する
学術的レガシーの活用による未記載・未解明大型担子菌類探求の推進

佐久間 大輔（大阪市立自然史博物館学芸課）
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本研究の目的：
●標本やラベル情報だけでなく
ノートなどの原資料、スケッチ、
写真などを再検証、記載に活用
できるよう活用を図りたい。
（その事により現在の観察と対
比できる情報は豊かになる）

●過去に記載まで活用されてい
ない資料も活用の可能性を！
（過去の研究者の観察を、現在
の技術で活かす）

●過去のアマチュア研究を活か
す、今後のアマチュアの活動を
支援する

再検討

記載

分類学的に保全が担保されているのは標本と基礎情報だけ

外部形態の特徴は標本での保全
が困難。スケッチや写真は重
要！だが保全は十分ではない

対比
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標本の理解をひろげ、研究
の裾野を広げるために
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初期の図鑑製作
期の図版や遠征
調査（下段は小
笠原調査）の資
料。種認識の変
遷や今後の再検
討の資料になる。

本郷コレクション

青木資料から 多数の未記載種が含まれている」

豊嶋弘資料
当時の未記載種まで
含めて同定を試みる
ことができる充実し
た資料。しばしば検
鏡図も伴っている。

上田俊穂コレクション
標本資料はこれまでも自然史博物館
に寄贈されていたが、関連資料は今
回始めて収蔵。ポジフィルムも多い。
Sensu Hongo & Uyedaを理解する
ための重要資料


